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上手に描けるかな？
海外アーティスト招へい事業 in 阿蘇
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夢を追いかけて

髙尾 優斗

　波野小学校で 10 月 8 日、海
外アーティスト招へい事業 * で
来日中の芸術家による絵画体
験講座が開かれました。
　子どもたちは、芸術家キン
スレーさん（スリランカ出身）
の指導のもと、絵の具を使い
対面に座る友だちの似顔絵を、
用紙として使用した米袋に描
き、絵画を楽しみました。
* 事業の詳細は 14㌻に記載して
います。

　ぼくの将来の夢は、父の後をついで酪農家になることです。
髙尾牧場は、祖父、父と２代続いているので、ぼくも小さい頃
から３代目として牧場を引きついでいきたいと思っていました。
　髙尾牧場には、現在１５０頭の乳牛がいます。毎日のエサや
りやミルクしぼり、牛舎掃除などの仕事は大変ですが、自分の
力で牧場をもっともっと大きくするためにがんばろうと思いま
す。
　そして、髙尾牧場でしぼった牛乳はおいしいので、日本中の
人に飲んでほしいです。
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　平成 26 年度決算報告

　 阿蘇市の財政事情
平成２６年度一般会計及び特別会計・企業会計の決算が、市議会 9月定例会で承認されました。
皆さまから納めて頂いたお金や国・県から交付されたお金がどのように使われたのかをお知らせします。

一般会計歳入総額　189 億 2,863 万円

①地方交付税　34.2%

②国県支出金　21.1%③市税　15.6%

④財産収入等　9.1%

⑤市債　8.0%

⑥繰越金　7.1%

⑦地方譲与税・各種交付金　3.1%
⑧使用料等　1.8%

① 地方交付税 どの地域に住む住民にも一定の水準の行政サービスを提供で
きるよう国から交付されるお金 64 億 6,400 万円

② 国県支出金 特定の事業を行うために国県が交付するお金 39 億 9,799 万円
③ 市税 市民の皆さまから納めていただいた税金 29 億 5,546 万円
④ 財産収入等 財産収入のほか、寄附金、繰入金、諸収入 17 億 1,902 万円
⑤ 市債 特定の事業を行うために市が借り入れたお金 15 億 730 万円
⑥ 繰越金 前年から持ち越したお金 13 億 4,965 万円

⑦ 地 方 譲 与 税・
各種交付金

国税や県税として徴収したものを、国や県が一定の基準によ
り、市に対して譲与・交付するお金 5 億 9,022 万円

⑧ 使用料等 使用料のほか手数料、分担金及び負担金 3 億 4,499 万円

依

自

依自

依

依 自

●歳入内訳

自 自主財源：市が独自に調達できるお金　63 億 6,912 万円

依依存財源：国や県などから市に入ってくるお金　125 億 5,951 万円

財源内訳

自

自

依

＝自主財源

＝依存財源

歳 

入

問市役所財政課　☎ 22-3204
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平
成
26
年
度
の
一
般
会
計

決
算
額
は
、
歳
入
が
前
年
度
よ

り
４
億
４
２
６
６
万
円
減
の

１
８
９
億
２
８
６
３
万
円
、
歳

出
が
１
億
２
１
６
１
万
円
減
の

１
７
９
億
３
万
円
と
な
り
、歳
入
か

ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
歳
入
歳
出
差

引
額
10
億
２
８
６
０
万
円
の
う
ち

１
億
６
７
９
２
万
円
は
27
年
度
に
繰

り
越
し
た
事
業
の
財
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
入
歳
出
決
算
額
減
少
の
主
な
要

因
は
平
成
24
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害

に
伴
う
災
害
復
旧
費
の
減
少
に
よ
る

も
の
で
す
。災
害
復
旧
事
業
を
は
じ

め
、市
営
住
宅
建
設
や
草
原
情
報
館
整

備
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。主
な
事
業

は
、６
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
経
常
経
費
の
徹
底
し
た
削

減
を
行
い
な
が
ら
、効
率
的
か
つ
効
果

的
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

一般会計歳出総額　179 億 3 万円

歳入歳出差引額　10 億 2,860 万円

①民生費　27.6%

②衛生費　 13.1%

③教育費　11.1%④土木費　 8.9%

⑤総務費　 8.7%

⑥公債費　 8.4%

⑦農林水産業費 　7.7%

⑧災害復旧費　6.2%
⑨商工費　 4.6%

⑩消防費 　2.8%
⑪議会費 　0.9%

① 民生費 福祉の向上のために使われるお金 49 億 2,770 万円
② 衛生費 ごみ処理や健康づくりなどのために使われるお金 23 億 5,385 万円
③ 教育費 教育のために使われるお金 19 億 8,669 万円
④ 土木費 道路や橋、河川、公営住宅などの整備のために使われるお金 15 億 8,572 万円
⑤ 総務費 庁舎の維持管理や交通、統計、選挙、徴税などのためのお金 15 億 5,762 万円
⑥ 公債費 市の借金を返済するためのお金 14 億 9,777 万円
⑦ 農林水産業費 農林畜産業の振興のために使われるお金 13 億 8,681 万円
⑧ 災害復旧費 災害復旧のために使われるお金 11 億 1,645 万円
⑨ 商工費 商工、観光の振興のためのお金 8 億 3,005 万円
⑩ 消防費 市民の安全を守る消防活動や防災対策のために使われるお金 5 億 293 万円
⑪ 議会費 議会運営のためのお金 1 億 5,444 万円

●歳出内訳

※平成 26 年度に実施した主な事業は次ページに掲載しています。

歳 

出
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平成 26 年度に実施した主な事業
平成 26 年度決算報告

民生費
●児童福祉事業
●障害者福祉事業
●老人福祉事業
●生活保護事業
●仮設住宅改修事業

衛生費
●合併処理浄化槽設置整備事業
●予防接種・各種健診事業
●ごみ収集事業
●阿蘇広域行政事務組合負担金
　（RDF・し尿処理等）

教育費
●一の宮中校区統合小学校整備事業
●電子黒板導入事業
●デジタル教科書導入事業
●世界文化遺産登録推進事業

総務費
●合併 10 周年記念式典実施事業
●地方バス運行特別対策事業
●乗合タクシー運行事業
●家屋全棟調査事業
●光ネットワーク維持事業
●農林業センサス事業

土木費
●幹線道路（支線）整備事業
●道路維持・新設改良事業
●池尻団地Ｄ棟建設事業
●河川等改修事業

農林水産業費
●農・林道整備事業
●広域農道整備事業
●農地・水・環境保全管理支払事業
●中山間地域等直接支払事業
●くまもと稼げる園芸産地育成対策事業
●地籍調査事業
●経営体育成支援事業（雪害復旧対策）
● 阿蘇火山活動降灰地域園芸対策緊

急支援事業

災害復旧費
●公共土木施設災害復旧事業
●農地・農業用施設災害復旧事業
●歴史の道豊後街道災害復旧事業

商工費
●草原情報館整備事業
●商店街活性化・景観整備事業
●阿蘇「草・観・然」活性化事業
● ANA ネーミングライツ事業
●地域振興型イベント補助事業
●健康づくりの郷推進委員会補助事業
　（大阿蘇元気ウォーク）
●阿蘇イルミネーション事業

消防費
● 消火栓・防火水槽・小型動力ポンプ

整備事業
●防災拠点施設用地測量設計事業
● 阿蘇広域行政事務組合負担金（常

備消防費）

草原情報館山田橋 池尻団地D棟

（写真提供：阿蘇テレワークセンター）

池尻団地Ｄ棟建設事業（宮地）
事 業 費　2 億 2,113 万円

平成 24 年豪�雨災害などに係る
公共土木の災害復旧事業
事 業 費　7 億 1,796 万円

草原情報館整備事業
事 業 費　2 億 8,384 万円
※�運営体制構築業務委託、施設備品などの
経費を含む
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平成 26 年度　決算報告 特 別 会 計　と　企 業 会 計

特 別 会 計 市が特定の事業を行う時に経理を明確にするため
一般会計と区別した会計です。

会計名 歳入額 歳出額 差引額
阿蘇山観光事業特別会計 8,877 万円 8,877 万円 0 万円
下水道事業特別会計 6 億 2,986 万円 6 億　 299 万円 2,687 万円
国民健康保険事業特別会計 42 億 9,244 万円 40 億 9,456 万円 1 億 9,788 万円
介護保険事業特別会計 30 億 7,336 万円 29 億 5,009 万円 1 億 2,327 万円
後期高齢者医療事業特別会計 3 億 9,207 万円 3 億 8,229 万円 978 万円
坂梨財産区特別会計 1,601 万円 756 万円 845 万円
古城財産区特別会計 2,359 万円 790 万円 1,569 万円
中通財産区特別会計 1,690 万円 452 万円 1,238 万円
宮地財産区特別会計 3 万円 1 万円 2 万円

企 業 会 計 市が経営する企業の会計です。

会計名 歳入額 歳出額 差引額

水道事業会計

収益的収入額（税抜） 収益的支出額（税抜） 収益的収支（税抜）
4 億 8,319 万円 4 億 4,232 万円 4,087 万円

資本的収入額（税込） 資本的支出額（税込） 資本的収支（税込）
4 億 7,110 万円 3 億 8,499 万円 8,611 万円

病院事業会計

収益的収入額（税抜） 収益的支出額（税抜） 収益的収支（税抜）
15 億 1,115 万円 22 億 7,331 万円 ▲ 7 億 6,216 万円

資本的収入額（税込） 資本的支出額（税込） 資本的収支（税込）
25 億 1,772 万円 25 億 3,449 万円 ▲ 1,677 万円

阿蘇市財政の健全化判断比率などをお知らせします
平成 26 年度決算に基づく阿蘇市の健全化判断比率及び資金不足比率は、
以下のとおりいずれの指標も国の基準内であり、今後も引き続き財政の健全化を図っていきます。
▶健全化判断比率とは
　地方公共団体の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を４つの指標で判断するものです。
▶資金不足比率とは
　�公立病院や下水道などの公営企業の資金不足を、事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状態の悪化の度
合いを示すものです。

●健全化判断比率

指標名 阿蘇市 早期
健全化基準

財政
再生基準

①実質赤字比率 － 13.39% 20.00%

②連結実質赤字比率 － 18.39% 30.00%

③実質公債費比率   8.6%   25.0%   35.0%

④将来負担比率 90.8% 350.0% －

特別会計の名称 阿蘇市 経営
健全化基準

水道事業会計 －

20.00%病院事業会計 －

下水道事業特別会計 －

●資金不足比率

※①、②は赤字額がないため「－」表示としています。 ※資金不足が生じてないため「－」表示としています。

黄信号 赤信号 黄信号
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平成28年度 保育園・認定こども園
入園手続きのご案内

保
育
園・認
定
こ
ど
も
園（
保
育
部
分
）

●
申
込
受
付
期
間　
11
月
４
日
水
～
12
月
４
日
金

※ 

年
度
途
中
で
の
入
園
を
希
望
す
る
方
も
こ
の
期
間
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
入
園
基
準

　
 

入
園
で
き
る
児
童
は
、条
例
に
基
づ
き
、次
の
保
育
を
必
要
と

す
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
家
庭
の
児
童
で
す
。保
育

の
必
要
性
に
つ
い
て
の
状
況
を
考
慮
し
た
う
え
で
優
先
度
の

高
い
児
童
か
ら
選
考
し
ま
す
。

【
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
】

①
就
労

保
護
者
が
就
労
し
て
お
り
同
居
親
族
も
保

育
で
き
な
い
。

②
母
親
の
妊
娠・出
産

保
護
者
が
出
産
前
後
で
あ
る
。

③�

保
護
者
の
病
気・
障

が
い
等

保
護
者
が
病
気
、負
傷
、心
身
に
障
が
い
が

あ
る
。

④�

同
居
家
族
の
介
護・

看
護

同
居
し
て
い
る
親
族
を
常
時
介
護・看
病
す

る
必
要
が
あ
る
。

⑤
家
庭
の
災
害
復
旧

災
害
に
あ
っ
て
復
旧
活
動
を
し
て
い
る
。

⑥
求
職
活
動

日
中
、求
職
活
動
や
起
業
活
動
を
し
て
い

る
。

⑦
就
学・技
能
取
得

保
護
者
が
就
労
に
つ
な
が
る
就
学
を
し
て

い
る
。

⑧
そ
の
他

虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
、保
育

が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

●
提
出
書
類

　

 「
支
給
認
定
申
請
書
」な
ど
の
提
出
書
類
は
、市
役
所
福
祉
課
、

各
支
所
と
各
園
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。（
阿
蘇
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）家
庭
の
状
況
な

ど
に
よ
り
、必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
支
給
認
定
区
分：
２
号・
３
号
認
定

認
定
こ
ど
も
園（
教
育
部
分
）

※
支
給
認
定
区
分：
１
号
認
定

●
申
込
受
付
期
間
　
11
月
２
日
月
～
（
※
随
時
受
付
）

●
対
象
児　
平
成
28
年
４
月
１
日
時
点
で
満
３
歳
以
上
の
児
童

●
提
出
書
類

　

 

各
園
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。各
園
指
定
の
申
込
用
紙
の
ほ

か
、支
給
認
定
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

●
提
出
先　
希
望
す
る
各
園

●�

入
園
決
定　
各
園
の
選
考
方
法
に
基
づ
き
、内
定
及
び
決
定
さ

れ
ま
す
。な
お
、利
用
の
際
は
支
給
認
定
証
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

地
区

施
設
名

電
話

定
員

一
の
宮

古
城
保
育
園

☎
２
２
‐
０
３
８
０

50
人

一
の
宮

坂
梨
保
育
園

☎
２
２
‐
０
４
３
５

55
人

一
の
宮

宮
地
保
育
園

☎
２
２
‐
２
４
４
４

１００
人

一
の
宮

り
ん
ど
う
保
育
園

☎
２
２
‐
４
５
３
９

１0 ０
人

波
野

波
野
保
育
園

☎
２
４
‐
２
８
０
０

45
人

阿
蘇

内
牧
保
育
園

☎
３
２
‐
０
３
５
４

１３０
人

阿
蘇

乙
姫
保
育
園

☎
３
２
‐
０
３
１
５

30
人

阿
蘇

熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
赤
水
保
育
園

☎
３
５
‐
０
０
２
４

90
人

阿
蘇

熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
尾
ヶ
石
保
育
園

☎
３
２
‐
０
２
１
３

40
人

阿
蘇

熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
黒
川
保
育
園

☎
３
４
‐
０
４
０
２

120
人

阿
蘇

熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
永
草
保
育
園

☎
３
２
‐
０
８
１
０

30
人

阿
蘇

山
田
保
育
園

☎
３
２
‐
０
７
９
４

45
人

●
保
育
園

※ 
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
黒
川
保
育
園
は
移
転
新
築
し
、平
成
28
年
４
月
か
ら

認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
予
定
で
す
。（
定
員
は
予
定
数
。）

阿
蘇
市
内
の
教
育・保
育
施
設
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●
提
出
先　
希
望
す
る
各
園

※ 

提
出
後
、家
庭
の
状
況
や
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
等
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、速
や
か
に
変
更
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
入
園
決
定

　

 

入
園
の
決
定
及
び
支
給
認
定
結
果
に
つ
い
て
は
、平
成
28
年
２

月
中
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

 

ご
希
望
の
園
に
希
望
者
が
多
く
、定
員
を
超
え
る
場
合
は
、他

の
園
へ
入
園
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※ 

決
定
通
知
書
が
届
く
ま
で
は
、入
園
可
否
の
お
問
合
せ
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

地
区

施
設
名

電
話

定
員

一
の
宮

あ
そ
ひ
か
り
幼
稚
園

☎
２
２
‐
０
０
８
９

55
人

阿
蘇

阿
蘇
中
央
幼
稚
園

☎
３
２
‐
３
６
４
３

１３０
人

●
認
定
こ
ど
も
園

入
園
手
続
き
や
保
育
料
等
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、阿
蘇
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。在
園
児
の
継
続
利
用
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、各
園
を
通

じ
て
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
福
祉
課�

子
育
て
支
援
係　
☎
２
２
‐
３
１
６
７

〇病児・病後児保育とは・・・
　 児童が病気の治療中又は回復期にあって集団保育が

困難であり、かつ、保護者がやむを得ない事情により
家庭で保育をできない場合、その児童を一時的に施
設で保育する制度です。保護者の子育てと仕事の両
立を支援することを目的としています。

〇利用できる児童は？
　 次の要件のいずれにも該当する児童が対象となりま

す。
▷生後６か月から小学校６年生までの児童
▷�病気の治療中又は回復期にあり、医療機関による入
院加療の必要はないが、病児・病後児保育の利用が可
能であると医師の診断を受けた児童
▷�保護者の就労、傷病、事故、出産、家族の介護又は看
護、冠婚葬祭その他社会的にやむを得ない事情によ
り、家庭において保育が困難な児童

〇利用料金は？
　 次の料金表のとおりです。ただし、保育中に要した実

費については別途負担が必要となります。

〇利用できる時間は？
　 月曜日から金曜日（祝祭日を除く）の午前８時から午

後６時までです。

〇利用する際の手続きは？
　利用の流れは…
　　①医師の診察を受ける⇒②利用の予約申込み⇒
　　③利用申請⇒④病児・病後児保育室の利用⇒
　　⑤利用料金等の支払い
　 利用する際、医師に記入してもらう書類や利用申請

書などがありますので、利用方法について詳しくは
市役所ホームページをご覧いただくか、市役所福祉
課子育て支援係（☎ 22-3167）または「すずらんルー
ム」（☎ 34-9026）にお問い合わせください。

　 定員は 2名です。定員を超えた場合は利用できない
場合もありますのでご了承ください。

〇予約・施設利用のお問い合わせ
　阿蘇医療センター病児・病後児保育室
　「すずらんルーム」　☎３４－９０２６

利用時間５時間未満 利用時間５時間以上
阿蘇市民 １，０００円 ２，０００円
阿蘇市民以外 １，５００円 ３，０００円

阿蘇医療センター内に
病児・病後児保育室を開設しました
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マイナンバーが記載された
「通知カード」が届かない場合は
市役所にお越しください

　「通知カード」を転送不要の簡易書留郵便で送付しています。
不在等で配達されなかった場合、最寄りの郵便局で１週間程度
保管された後、市役所市民課に返戻されますので、お手数ですが
来庁されてお受け取りいだたきますようお願いします。

（１）本人が来庁する場合（次のいずれかを持参してください）

本
人
確
認
書
類

Ａ　 運転免許証、旅券、住民基本台帳カード（顔写真付き）、身体障害者手帳、在留カード、特
別永住者証明書などのうち１点を提示してください。

Ｂ　 Ａをお持ちでない方は、「氏名・生年月日」又は「氏名・住所」が記載された健康保険証、
介護保険証、年金証書、社員証、学生証、預金通帳などのうち２点を提示してください。

※（１）、（２）ともに本人確認書類は原本を確認後、保存のため複写（コピー）させていただきます。

（２）代理人が来庁する場合（次の全てを持参してください）

Ａ　本人
3 3

の本人確認書類・・・（１）と同様の書類

Ｂ　代理人の代理権を証明する書類（次のいずれかの書類）
　　（ア）　委任状（市民課及び各支所市民係の窓口に備えています。）
　　（イ）　 代理人が法定代理人である場合、戸籍謄本その他その資格を証明する書類（本籍地が阿蘇

市の場合、不要ですのでその旨を申し出てください。）また、本人が１５歳未満である場
合、法定代理人と同一世帯かつ親子関係であることが住民票により確認できる場合も省
略できます。（その旨を申し出てください。）

Ｃ　代理人
3 3 3

の本人確認書類・・・（１）と同様の書類

内牧支所または波野支所での受け取りを希望される方は、
事前にご連絡ください。

交付までに時間を要しますのでご了承願います。

問市役所市民課 戸籍係　☎２２－３１３５



地域密着の工務店

11 月のおすすめ！

●おうちの点検しませんか？
台風などでの雨漏りの原因には、瓦のず
れ、外壁の亀裂や古いサッシのすきまか
らの雨の吹き込み（シロアリ被害も）が
あります。これらは点検、補修すること
で台風被害を防ぐことができます。

●施工するなら地元工務店の当社へ
　補修やリフォームは施工の精度が大切
です。後から後悔しないために業者えら
びも大切です。

TEL 0967-34-0257
www.t-watanabekensetsu.jp新築、リフォームの際、屋根、外壁

窓周りの水掛検査をいたします。
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広
告

法人の
皆さまへ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
法
人
番
号
）で

わ
か
る
。つ
な
が
る
。ひ
ろ
が
る
。

国
税
庁

●
法
人
番
号
と
は

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導

入
に
よ
り
、こ
と
し
10
月
か
ら
法

人
の
皆
さ
ま
に
は
法
人
番
号
が
通

知
さ
れ
て
い
ま
す
。法
人
番
号
は
、

株
式
会
社
な
ど
の
法
人
等
に
指
定

さ
れ
る
13
桁
の
番
号
で
、個
人
番

号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）と
異
な
り
、

原
則
と
し
て
公
表
さ
れ
、ど
な
た

で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
●
法
人
番
号
の
指
定
・
通
知

　

法
人
番
号
は
、①
株
式
会
社
な

ど
の
設
立
登
記
法
人
、②
国
の
機

関
、③
地
方
公
共
団
体
の
ほ
か
、④

上
記
以
外
の
法
人
又
は
人
格
の
な

い
社
団
等
で
あ
っ
て
、法
人
税
・
消

費
税
の
申
告
納
税
義
務
又
は
給
与

等
に
係
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義

務
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
団
体
に

指
定
さ
れ
ま
す
。

　

法
人
番
号
を
指
定
さ
れ
な
い
法

人
又
は
人
格
の
な
い
社
団
な
ど
で

あ
っ
て
も
、一
定
の
要
件（
報
酬
等

の
支
払
調
書
の
提
出
義
務
者
と
な

る
場
合
な
ど
）に
該
当
す
る
も
の

は
、国
税
庁
長
官
に
届
け
出
る
こ

と
に
よ
っ
て
法
人
番
号
の
指
定
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

法
人
番
号
は
１
法
人
に
対
し
て

１
番
号
の
み
指
定
さ
れ
ま
す
の

で
、法
人
の
支
店
や
事
業
所
等
に

は
指
定
さ
れ
ま
せ
ん（
個
人
事
業

者
に
も
指
定
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

こ
と
し
10
月
か
ら
法
人
の
皆
さ

ま
に
法
人
番
号
な
ど
を
記
載
し
た

通
知
書
の
送
付
を
開
始
し
て
い
ま

す
。例
え
ば
、設
立
登
記
法
人
の
場

合
、登
記
さ
れ
て
い
る
本
店
又
は

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
へ
通
知

さ
れ
ま
す
。（
※
設
立
登
記
法
人
が

本
店
所
在
地
の
登
記
の
変
更
手
続

き
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、

変
更
前
の
所
在
地
に
通
知
書
が
送

付
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。）

●
法
人
番
号
の
公
表

　

法
人
番
号
は
、個
人
番
号
と
は

異
な
り
、原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト（
法
人
番
号
公
表
サ
イ
ト
）

を
通
じ
て
公
表
さ
れ
、ど
な
た
で

も
自
由
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。公
表
さ
れ
る
情
報

は
、法
人
番
号
の
指
定
を
受
け
た

団
体
の
①
名
称
、②
所
在
地
、③
法

人
番
号
の
３
情
報
で
す
。な
お
、法

人
番
号
公
表
サ
イ
ト
は
こ
と
し
10

月
か
ら
開
設
し
て
い
ま
す
。（「
国

税
庁
法
人
番
号
公
表
」で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
）

　人番号の導入により、行政の効率化、
公平性・公正性の向上、企業の事務負

担軽減、新たな価値の創出が期待されます。
①�法人番号により企業等法人の名称・所在
地がわかる。
　⇒�法人番号をキーに法人の名称・所在地
が確認できます。

②法人番号を軸に企業等法人がつながる。
　⇒�法人番号を活用して取引情報の集約な
どが効率化できます。

③�法人番号を利用した新たなサービスがひ
ろがる。
　⇒�将来的に法人番号を活用した行政手続
のワンストップ化が実現すれば、企業
の事務負担軽減が期待されます。

法 問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　
☎
０
５
７
０
‐
２
０
‐
０
１
７
８
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まちの話題
CityTopics

「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

　
馬
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、地

域
と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
10
月
８

日
、障
が
い
者
支
援
施
設
阿
蘇
き
ぼ

う
の
家
で
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
教
室
が

開
か
れ
、赤
水
保
育
園
の
園
児
と
保

護
者
約
45
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
の
も

と
、子
ど
も
た
ち
は
セ
ラ
ピ
ー
馬
に

ま
た
が
り
、園
内
を
周
遊
。普
段
体
験

で
き
な
い
乗
馬
に
、興
奮
気
味
に「
楽

し
か
っ
た
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、ポ
ン
菓
子
の
製
作
行

程
を
見
学
す
る
な
ど
、地
産
地
消
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
も
学
習
し

ま
し
た
。

馬との触れ合いを楽しむ
きぼうの家でホースセラピー教室

わ だ い

　

内
閣
府
が
表
彰
す
る
エ
イ
ジ
レ

ス・ラ
イ
フ
実
践
事
例
に
、阿
蘇
市
老

人
ク
ラ
ブ
の
女
性
副
部
長
を
務
め
る

濱
津
百
合
子
氏（
東
３
区
）が
選
ば
れ

10
月
13
日
、市
役
所
で
受
賞
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
濱
津
氏
は
、26
年
以
上
継
続
し
て

い
る
日
舞
の
指
導
や
、認
知
症
を
テ

ー
マ
に
し
た
劇
を
各
地
で
公
演
す
る

な
ど
、高
齢
者
の
健
康
や
生
き
が
い

づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
、そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
こ
の
受
賞
を
機
に
、気
を
入
れ
直

し
て
み
ん
な
で
仲
良
く
楽
し
く
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」と
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

いつまでも自由でいきいきと
エイジレス・ライフ表彰に濱津百合子氏

市役所で受賞伝達を受けた濱津氏（左）

表 彰

　
内
牧
小
学
校
の
４
年
生
48
名
が
10

月
６
日
、北
外
輪
山
に
あ
る
観
光
施

設
で
地
域
住
民
ら
と
と
も
に
草
泊
ま

り
製
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
草
泊
ま
り
は
、集
落
か
ら
採
草
地

に
通
う
労
力
を
省
く
た
め
に
、野
営

を
目
的
に
作
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、

昭
和
30
年
代
ま
で
阿
蘇
地
方
で
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
と
の
協
力
に
よ
り
１
日

か
け
て
11
基
の
草
泊
ま
り
を
つ
く
り

上
げ
た
子
ど
も
た
ち
は
、そ
の
夜
、実

際
に
宿
泊
。先
人
の
知
恵
を
肌
身
に

感
じ
な
が
ら
、大
自
然
に
囲
ま
れ
た

阿
蘇
で
の
一
夜
を
満
喫
し
ま
し
た
。

草泊まりの寝心地は最高！
内牧小で草泊まり製作体験

完成した草泊まり。
夜には星空観察などを楽しみました。

わ だ い

乗馬やエサやりなど、
セラピー馬とのふれあいを楽しみました。
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人
権
擁
護
委
員
を
10
月
１
日
を
も

っ
て
退
職
さ
れ
た
和
田
七
男
氏（
北

２
区
）に
、法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
10
月
14
日
、市
役
所
で
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
和
田
氏
は
平
成
21
年
に
同
委
員
の

委
嘱
を
受
け
、２
期
６
年
半
に
わ
た

り
在
任
。特
に
、小
中
学
生
を
対
象
に

行
う
人
権
の
花
運
動
を
は
じ
め
と
し

た
子
ど
も
た
ち
の
人
権
意
識
高
揚
を

図
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
う
な

ど
、子
ど
も
の
人
権
部
会
長
と
し
て
、

人
権
に
関
す
る
相
談
や
啓
発
活
動
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

人権意識の高揚に尽力
和田七男氏に法務大臣から感謝状

法務局阿蘇大津支局の白浜支局長から
感謝状を受け取る和田氏（左）

表 彰

　
年
に
一
度
の
神
楽
の
祭
典「
第
24

回
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
10
月

３
日・４
日
、道
の
駅「
波
野
」神
楽
苑

で
開
か
れ
、両
日
合
わ
せ
２
７
０
０

人
を
超
え
る
観
客
で
賑
い
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、本
市
の
中
江・横
堀
両

岩
戸
神
楽
保
存
会
と
波
野
小
子
ど
も

神
楽
部
、波
野
中
神
楽
ク
ラ
ブ
を
含

む
10
団
体
が
出
演
し
、さ
ま
ざ
ま
な

演
目
で
観
客
を
魅
了
。両
神
楽
保
存

会
が
披
露
し
た「
天
の
〆し

め

」で
は
、日

本
神
話
に
登
場
す
る
神『
ス
サ
ノ
オ

ノ
ミ
コ
ト
』が
高
天
原
へ
行
く
よ
う

す
を
演
じ
、高
さ
13
㍍
の
青
竹
に
登

る
と
、観
客
か
ら
大
き
な
声
援
が
沸

き
起
こ
り
ま
し
た
。

神楽の祭典、観客魅了
第 24 回神楽フェスティバル

中江岩戸神楽保存会による「天の〆」での、
縁起餅の振る舞いのようす。

わ だ い

WebTV アソ
動 画

古城5の1区がコミュニティ助成事業で地域活動備品を整備

　地域社会の健全な発展を図ることを目的
とした宝くじの助成金により、古城 5 の 1
区が地域活動時に不足していたテーブル、イ
ス、厨房機器などを公民館に整備しました。
　このコミュニティ助成事業は、社会貢献広
報事業費を財源として一般財団法人自治総合センターが助成を
行うものです。
　地域活動備品の整備を行ったことにより、同地区ではコミュ
ニティ活動が一層活発になるものと期待されます。整備されたイス
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まちの話題
CityTopics

「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

　
ご
み
の
減
量
を
図
る
３
Ｒ（
リ
デ

ュ
ー
ス
、リ
ユ
ー
ス
、リ
サ
イ
ク
ル
）

推
進
月
間
に
ち
な
み
、親
子
の
た
め

の
ｅ
ｃ
ｏ
コ
ン
サ
ー
ト
が
10
月
２

日
、就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

約
70
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
西
原
村
を
拠
点
に
活
動
す
る
音
楽

デ
ュ
オ
グ
ル
ー
プ「
ビ
エ
ン
ト
」に
よ

る
、阿
蘇
の
自
然
を
音
楽
で
表
現
し

た
コ
ン
サ
ー
ト
の
ほ
か
、サ
ツ
マ
イ

モ
の
皮
を
剥
か
ず
に
作
る
エ
コ
お
菓

子
の
試
食
、ご
み
減
量
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放

映
な
ど
が
あ
り
、参
加
し
た
親
子
は
、

エ
コ
な
暮
ら
し
方
を
改
め
て
考
え
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

エコな暮らしの実現目指して
阿蘇市 eco コンサート

ビエントコンサートのようす

わ だ い

　
豊
作
を
感
謝
す
る
行
事
と
し
て
行

わ
れ
る
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化

財「
阿
蘇
の
農
耕
祭
事
」の
一
つ
、田

実
祭
が
９
月
25
日
、阿
蘇
神
社
で
行

わ
れ
、流
鏑
馬
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
阿
蘇
流
鏑
馬
射
手
会（
工
藤
武
好

会
長
）の
10
人
が
、１
４
０
㍍
の
神
社

参
道
を
疾
走
。設
置
さ
れ
た
３
つ
の

的
に
向
か
っ
て
次
々
に
矢
を
放
つ

と
、沿
道
の
観
客
か
ら
大
き
な
声
援

と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
23
日
に
は
国
造
神
社
で
も
田
実
祭

の
神
事
が
行
わ
れ
、地
元
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
る「
願
の
相
撲
」が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

軽やかに疾走！
阿蘇の農耕祭事「田実祭」流鏑馬奉納

疾走する射手に歓声を送る観客

わ だ い
WebTV アソ
動 画

『海外アーティスト招へい事業 in 阿蘇』ってナニ？

芸
術
家
を
招
い
て
、「
阿
蘇
」の

魅
力
を
世
界
に
発
信
！

　
こ
の
事
業
は
、海
外
で
活
躍
す
る
芸
術

家
を
阿
蘇
に
招
き
、阿
蘇
の
魅
力
や
情
報

を
世
界
へ
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的

に
、熊
本
県
と
市
町
村
の
事
業
と
し
て
昨

年
に
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

阿
蘇
市
の
ほ
か
、南
小
国
町
、小
国
町
、産

山
村
、高
森
町
の
全
５
市
町
村
で
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
阿
蘇
市
で
は
左
記
の
３
名
が
活
動
し
て

お
り
、11
月
４
日
ま
で
の
70
日
間
に
わ
た

り
、そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ト
リ
エ
で
創
作
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。11
月
１
日
に
は
高
森

町
に
お
い
て
成
果
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
終
了
後
に
は
、阿
蘇
で
制
作
し
た

作
品
の
展
覧
会
や
演
奏
会
、講
演
会
な
ど

を
実
施
す
る
こ
と
や
、滞
在
の
成
果
を
新

聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
発
信
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、阿
蘇
を
全
世
界

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
芸
術
家
の
皆
さ
ん
】

●�

ア
ン
ジ
ェ
ラ
さ
ん（
国
籍：
コ
ス
タ
リ
カ
、

芸
術
分
野：ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン・イ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
）

●�

ケ
ー
テ
ィ
さ
ん（
国
籍：
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、芸
術
分
野：空
間
ア
ー
ト
、彫
刻
）

●�

キ
ン
ス
レ
ー
さ
ん（
国
籍：ス
リ
ラ
ン
カ
、

芸
術
分
野：空
間
ア
ー
ト
、絵
画
、彫
刻
）
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豪
華
列
車
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン

「
な
な
つ
星
in
九
州
」の
運
行
開
始
か

ら
２
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
10

月
16
日
、Ｊ
Ｒ
阿
蘇
駅
と
宮
地
駅
で

『
笑
顔
い
っ
ぱ
い
７ト

リ
プ
ル
セ
ブ
ン

７
７
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
駅
の
構
内
で
は
宮
地
保
育
園
の
園

児
が
マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
を
披
露
し
、

黒
川
保
育
園
と
坂
梨
保
育
園
の
園
児

や
地
元
住
民
ら
が
旗
を
持
っ
て
笑
顔

で
見
送
り
ま
し
た
。

　
こ
の
列
車
は
週
に
２
回
、Ｊ
Ｒ
阿

蘇
駅
に
止
ま
り
、停
車
中
は
草
千
里

を
見
学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。　

「ななつ星」を笑顔でお見送り
クルーズトレイン「ななつ星」2 周年

わ だ い

　
第
19
回
阿
蘇
観
月
茶
会
が
９
月
26

日
、農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
阿
蘇
市
文
化
協
会（
山
部
七
生
会

長
）が
毎
年
催
し
て
い
る
も
の
で
、こ

と
し
も
市
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
が

あ
り
、秋
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
お
茶
席（
亭
主
）で
は
表
千
家
の
菅

正
子
さ
ん（
的
石
）ら
が
、的
石
の
御

前
水
で
点
て
た
お
茶
と
お
菓
子
で
接

待
し
、ま
た
、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は

昨
年
の
全
国
箏
曲
コ
ン
ク
ー
ル
で
優

勝
し
た
二
十
五
弦
箏
演
奏
家
の
松
下

知
代
さ
ん（
熊
本
市
）が
見
事
な
演
奏

を
披
露
し
、観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

中秋の名月のもと茶会＆音楽会
第１９回阿蘇観月茶会

わ だ い

WebTV アソ
動 画

市役所からのお知らせ

阿蘇市人権擁護委員の皆さんをご紹介します

　長からの推薦により、法務
大臣から委嘱を受けた阿

蘇市人権擁護委員は、10 月 1
日から右記の方々です。
　人権擁護委員は地域の皆さん
から人権相談を受けたり、さま
ざまな人権に関する啓発活動な
どの取り組みを行っています。

氏　名 行政区 氏　名 行政区
鎌倉　善光 狩尾 3 区 池部　眞智子 西　2 区
佐藤　和夫 竹　　原 坂梨　征子 桜　　町
佐伯　省五 山　　田 園田　みよ 西 下 原
家入　絹代 内牧 2 区 岩瀬　國興 横　　堀
甲斐　孝博 古神 3 区

●阿蘇市人権擁護委員（敬称略）

問人権啓発課　☎ 22-3206

市

WebTV アソ
動 画
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Aso Medical Center

地域医療！ 蘇 医 療 セ
阿 通

ン タ ー
信阿蘇医療センター

〶 869-2225　阿蘇市黒川 1266
☎ 34-0311 ／Ⓕ 34-2273 #01

移
転
開
院
１
年
経
過
、新
た
な
取
り
組
み

開
院
後
の
医
師
確
保
の
状
況

阿蘇市病院事業管理者
阿蘇医療センター院長

甲斐�豊

Ⓠ
　
移
転
開
院
し
て
一
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、現
状
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ⓐ　

開
院
当
初
は
、常
勤
医
師

が
少
な
か
っ
た
こ
と
や
電
子
カ

ル
テ
を
導
入
し
て
ス
タ
ッ
フ
が

不
慣
れ
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、待
ち
時
間
が
長
く
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た
患
者
さ
ま

も
居
ら
れ
ま
し
た
が
、そ
の
後
、

十
分
と
ま
で
は
言
え
ま
せ
ん

が
、医
師
の
確
保
も
で
き
、建
物

や
設
備
の
ハ
ー
ド
面
の
充
実
に

続
き
、ソ
フ
ト
面
で
も
充
実
し

て
き
ま
し
た
。ま
た
、待
ち
時
間

に
つ
い
て
も
予
約
診
療・
救
急

外
来
に
お
い
て
は
、ほ
ぼ
解
消

し
て
お
り
ま
す
。

Ⓠ
　
ソ
フ
ト
面
の
充
実
に
つ
い

て
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ⓐ　
昨
年
11
月
に
循
環
器
内
科

の
由
布
医
師
に
き
て
い
た
だ

き
、永
吉
医
師
と
２
人
体
制
に

な
っ
た
こ
と
で
、カ
テ
ー
テ
ル

治
療（
ス
テ
ン
ト
留
置
術
）を
は

じ
め
、熊
本
市
内
の
循
環
器
専

門
施
設
と
ほ
ぼ
同
様
の
検
査・

治
療
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
に
本
年
４
月
か
ら
は

４
名
の
医
師
に
来
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
通
常
の
診
療
と
は
別
に
消
化

器
外
科
の
中
川
医
師
は
、患
者

さ
ま
に
負
担
の
少
な
い
腹
腔
鏡

下
手
術
の
実
施
、神
経
内
科
の

渡
邉
医
師
は
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
を

使
用
し
た
早
期
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
診
断
、内
科
の

宮
本
医
師
は
、救
急
科
専
門
医

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

隊
の
資
格
取
得
、同
じ
く
内
科

の
稲
田
医
師
は
、自
治
医
大
卒

業
で
地
域
医
療
の
経
験
が
豊
富

で
あ
る
こ
と
か
ら
波
野
診
療
所

の
所
長
を
兼
務
し
て
い
た
だ
く

な
ど
本
院
の
医
療
機
能
は
、確

実
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、急
性
期
の
脳
梗
塞
に
有

用
な
ｔ
‐
Ｐ
Ａ
治
療（
血
栓
溶
解

療
法
）も
10
件
以
上
の
実
績
と
な

り
、治
療
後
は
後
遺
症
も
な
く
日

常
生
活
を
取
り
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ⓠ
　
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ⓐ　
が
ん
化
学
療
法
の
実
施
を
は

じ
め
、本
年
４
月
か
ら
は
阿
蘇
地

域
で
疾
病
の
割
合
が
高
い
糖
尿
病

の
専
門
外
来
を
新
設
し
、さ
ら
に

７
月
か
ら
は
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
の
専
門
外
来
の
開
設
や
内
視
鏡

検
査
の
拡
充
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、阿
蘇
地
域
の
予
防
医
療

の
一
助
と
な
る
よ
う
健
診
の
充
実

や
出
前
講
座
の
実
施
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、本
院
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て「
阿
蘇
医
療
セ
ン

タ
ー
通
信
」で
ご
紹
介
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

医師紹介
阿蘇医療センターになって、５名の医師が新
たに常勤で勤務しています。（写真付で紹介）
これまで、阿蘇中央病院から支えてきた湯本
信也副院長、橋山元浩医局長、永吉靖央医師
同様、よろしくお願いします。

由布哲
て つ お

夫
【循環器内科】
研修指導医、日本内科学会認定医
日本血管ｲﾝﾀｰﾍﾞｰｼｮﾝ治療認定医

渡邉裕
ひろふみ

文
【神経内科】
日本内科学会認定医、日本内科学
会専門医、日本神経学会専門医

中川真
まさひで

英
【消化器外科、一般外科】
産業医、日本外科学会専門医
日本外科学会認定医

宮本 誠
まこと

【内科、ＤＭＡＴ隊員】
産業医、救急科専門医
プライマリケア認定・指導医

稲田啓
けいすけ

介
【内科】
研修指導医、波野診療所長
プライマリケア認定医

INTERVIEW

 【脳神経外科全般、 脳血管
障害、脳血管内治療】



塗装・防水工事・メンテナンス

株式会社

〒869-2302

熊本県阿蘇市三久保448番地22

web    http;//www.aso-inoue.com/

E-mail info@aso-inoue.com

塗装内容

（屋根・壁・破風板・軒天・デッキ・塀・他）

防水内容

（雨漏れ調査・屋上・ベランダ・コーキング・他）
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人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

「
友
だ
ち
」
と
「
学
校
」

波
野
中
学
校
３
年　
加
藤
菜な

な々

　
私
の
通
っ
て
い
る
波
野
中
学
校
は
、保
育
園
、小
学

校
、中
学
校
と
、ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が「
幼
な
じ
み
」で

す
。中
に
は
付
き
合
い
が
十
年
以
上
に
も
な
る
生
徒

も
い
ま
す
。ま
た
、人
数
も
少
な
い
た
め
、ク
ラ
ス
替

え
も
あ
り
ま
せ
ん
。皆
さ
ん
は「『
幼
な
じ
み
』な
ら

ば
、全
員
が
仲
良
し
」そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。私
は
、今
ま
で
皆
が
仲
良
し
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。お
互
い
の
こ
と
を
良
く
知
っ
て
い
る
つ
も
り

で
し
た
。し
か
し
、あ
る
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、自
分

に
必
要
な
も
の
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
、私
の
体
験
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。私

は
、陸
上
部
に
入
部
し
て
い
ま
す
。入
部
し
た
理
由

は
、元
々
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
と「
幼
な
じ

み
」が
陸
上
部
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
す
。彼

女
は
、保
育
園
か
ら
十
一
年
も
一
緒
に
い
る
友
だ
ち

で
す
。私
が
で
き
な
い
こ
と
を
何
で
も
こ
な
す
彼
女

に
、「
私
も
あ
ん
な
風
に
な
れ
た
ら
い
い
な
。」と
少
し

憧
れ
の
感
情
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。中
学
生
に
な
り
、

同
じ
場
所
で
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
た
私
は
、陸
上

部
に
入
る
こ
と
を
決
心
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
か
ら
中
学
校
に
上
が
っ
て
も
、彼
女
の
運

動
能
力
は
も
の
す
ご
く
高
く
、二
年
生
に
な
る
と
差

も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。私
は
、思
う
よ
う
に
タ
イ
ム

が
伸
び
ず
、「
な
ぜ
、自
分
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
。」

と
考
え
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
ん
な
と
き
に
、

い
つ
も
の
よ
う
に
接
し
て
く
る
彼
女
が
嫌
に
な
り
、

段
々
と
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

も
し
、そ
の
と
き
に
自
分
の
気
持
ち
を
吐
き
出
す

人 権 作 文 平成26年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成26年度時点。

こ
と
が
で
き
て
い
れ
ば
、十
年
以
上
も
一
緒
に
い
た

大
切
な
友
だ
ち
と
気
ま
ず
い
関
係
に
な
ら
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。私
に
必
要

だ
っ
た
も
の
は
、自
分
の
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
る

と
い
う
勇
気
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し
て
、私
が
感
じ
た
こ
と

は
、お
互
い
が
気
持
ち
を
伝
え
合
う
こ
と
が
と
て
も

大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。自
分
の
気
持
ち
を
伝
え

な
い
で
い
る
と
、そ
の
人
と
の
大
切
な
時
間
を
失
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。も
し
、勇
気
を
持
て
な

く
て
自
分
の
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
ら
れ
ず
に
悩
ん

で
い
る
人
が
い
た
ら
、私
は
、こ
の
言
葉
を
教
え
て
あ

げ
た
い
で
す
。「
勇
気
は
一
秒
、後
悔
は
一
生
。」こ
の

言
葉
は
、私
が
大
好
き
な
小
説
の
セ
リ
フ
で
す
。誰

の
、ど
ん
な
状
況
に
も
こ
の
言
葉
は
当
て
は
ま
る
と

思
い
ま
す
。今
、私
は
、少
し
ず
つ
で
す
が
大
切
な
友

だ
ち
と
の
距
離
を
縮
め
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、「
勇
気
は

一
秒
、後
悔
は
一
生
。」を
胸
に
こ
れ
か
ら
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
作
文
は
、
菜
々
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
の
九

年
間
同
じ
ク
ラ
ス
を
と
も
に
し
て
き
た
「
幼
な

じ
み
」と
の
関
係
を
見
つ
め
直
し
た
も
の
で
す
。

い
つ
も
一
緒
に
い
る
か
ら
こ
そ
言
え
な
か
っ
た

こ
と
が
少
し
ず
つ
伝
え
合
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
私
も
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
を
菜
々

さ
ん
に
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

広
告
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挙
推
進
協
議
会
で
は
、こ
の
改
正

を
機
と
し
て
、若
年
層
向
け
の
選

挙
啓
発
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

お
り
、そ
の
一
環
と
し
て
、主
権
者

教
育
に
詳
し
い
講
師
を
招
き
、明

る
い
選
挙
啓
発
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
、ど
な

た
で
も
参
加
で
き
、入
場
無
料
で

す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
11
月
10
日
火　

　
午
後
７
時
～
９
時
ま
で

● 

と
こ
ろ　
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
内
牧
）

● 

内
容　
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下

げ
と
主
権
者
教
育
の
推
進
に
つ

い
て

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
２
２
‐
３
２
３
９

ひ
と
り
親
家
庭
等

学
習
支
援
事
業

　
熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

で
は
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
と

し
て
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽ 

学
習
意
欲
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

を
応
援
す
る「
地
域
の
学
習
教

室
」 を
実
施
。元
教
職
員
の
方 

や

　
大
学
生
が
先
生
と
な 

り
、小
学

　

 

生・
中
学
生
を
対
象
と
し
て
教

科
書
に
沿
っ
て
学
習
し
ま
す
。

[

費
用]　
１
回
上
限
１
０
０
円

[

開
所
日]　
週
１
回
程
度

※ 「
学
習
支
援
員
」と
し
て
子
ど
も

た
ち
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
け
る
先
生
と「
学
習
場

所
」も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽ 

母
子
福
祉
貸
付
の
就
学
支
度
資

金
が
入
学
手
続
き
に
間
に
合
わ

な
い
方
の
た
め
に
、つ
な
ぎ
資

金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

問
熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
０
９
６
‐
３
２
４
‐
２
１
３
６

生
涯
現
役
実
現
の
た
め
の

個
別
相
談
会

　
熊
本
労
働
局
の
委
託
事
業
で
、

お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
求
職
者
、

在
職
者
の
方
々
に
対
し
、再
就
職・

生
涯
設
計・
社
会
参
画
な
ど
の
お

悩
み
や
疑
問
に
お
答
え
す
る
、個

別
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み
に
対
し
、

専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

事
前
予
約
が
必
要
で
、相
談
は
無

料
。１
人
一
時
間
程
度
と
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

● 

と
き　
11
月
13
日
金・
12
月
11

日
金

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
と
こ
ろ　
㈲
ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン

　
阿
蘇
本
社（
内
牧
）

問
㈲
ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン

☎
０
９
６
‐
３
６
３
‐
２
３
３
３

専
門
士
業
無
料
合
同
相
談
会

　
法
律
、登
記
、境
界
、不
動
産
の

価
格
、官
公
庁
へ
の
申
請
、年
金
、

経
営
、労
働
、税
金
、会
計
な
ど
日

常
生
活
で
の
あ
ら
ゆ
る
問
題・
不

安
に
現
役
８
士
業
の
専
門
家
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
と
き　
11
月
29
日
日

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

● 

と
こ
ろ　
く
ま
も
と
県
民
交
流

館
パ
レ
ア

※ 

当
日
は
電
話
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。（
当
日
の
み
）

☎
０
９
６
‐
３
１
２
‐
３
２
５
０

問
熊
本
県
弁
護
士
会
事
務
局

☎
０
９
６
‐
３
２
５
‐
０
９
１
３

明
る
い
選
挙
啓
発
講
演
会

　
こ
と
し
６
月
に
公
職
選
挙
法
が

改
正
さ
れ
、次
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
か
ら
、選
挙
権
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
と
明
る
い
選

お
知
ら
せ

広
告

相

談

秋の全国火災予防運動
１１月９日月～１１月１５日日

無防備な
心に火災が

かくれんぼ
（平成 27 年度 防火標語）

重点目標

1住宅防火対策の推進
2放火火災防止対策の推進
3 特定防火対象物等におけ

る防火安全対策の徹底
4 製品火災の発生防止に向

けた取組の推進
5 多数の者が集合する催しに対する火災

予防指導等の徹底



借金、離婚、相続、遺言、交通事故、刑事･･･など、ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間：平日９時～１７時１５分（予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１１００円
・『多重債務』の相談 は 無料 阿蘇地域に根ざした法律事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　森　あい（もり　あい）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）

＊まずはお気軽にお電話下さい

京
都
大
学
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー

講
演
会・施
設
公
開

　
昭
和
３
年
の
開
設
以
来
、阿
蘇

火
山
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
成
果
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、こ
と
し
も「
講
演
会・
施

設
公
開
」を
行
い
ま
す
。

●
記
念
講
演
会　
11
月
６
日
金

　
午
後
２
時
～
４
時
30
分

[
と
こ
ろ]　

南
阿
蘇
村
長
陽
体

育
館（
南
阿
蘇
村
河
陽
３
５
３
５
）

●
施
設
公
開
　
11
月
７
日
土

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

[ 

と
こ
ろ]　

京
都
大
学
火
山
研

究
セ
ン
タ
ー
（
南
阿
蘇
村
河
陽

５
２
８
０
）

● 

内
容　
▽
大
型
地
震
計
な
ど
の

催

し

広
告
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阿
蘇
の
地
域
づ
く
り
カ
フ
ェ

　

阿
蘇
の
地
域
づ
く
り
カ
フ
ェ

は
、阿
蘇
の
未
来
、こ
れ
か
ら
の
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
、気
軽
に
話

し
合
う
こ
と
が
で
き
る
語
り
の
場

で
す
。美
味
し
い
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
思
い
思
い
の
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は「
阿
蘇
の
食
べ
物
今
昔
」

を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
、ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
森
の
材
料（
め
ぐ

み
）で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作

成
し
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
と
き　
12
月
10
日
木

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

● 

と
こ
ろ　

Art-chi

【
あ
ー
と

ち
】（
内
牧
）

●
費
用　
３
０
０
円（
材
料
代
）

※
要
事
前
申
込

● 

主
催　
阿
蘇
市
地
域
づ
く
り
協

議
会

問
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
課

☎
２
２
‐
３
３
１
８

観
測
機
器
の
展
示
と
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
▽
子
ど
も
向
け

実
験
や
体
験
コ
ー
ナ
ー

問
京
都
大
学
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
７
‐
６
７
‐
０
０
２
２

阿
蘇
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
記
念
講
演
に
、北
朝
鮮
拉
致
被

害
者
の
蓮
池
薫
さ
ん
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し「
命
以
外
の
全
て
奪

わ
れ
た
」と
題
し
た
講
演
の
ほ
か
、

阿
蘇
大
津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

に
よ
る
人
権
啓
発
劇
が
上
演
さ
れ

ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　
12
月
１
日
火

　
午
前
９
時
～
正
午

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
体
育
館

【
展
示
部
門
】　

▽ 

阿
蘇
市
内
の
園
児・
小
中
高
生

の
人
権
絵
画
▽
人
権
標
語
、男

女
共
同
参
画
川
柳
▽
カ
ル
デ
ラ

Ａ
Ｓ
Ｏ・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
講
座
生
の
作
品
展
示
▽
市

内
、各
障
が
い
者
就
労
施
設
な

ど
の
物
品
販
売

※ 

併
せ
て
、人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

問
市
役
所
人
権
啓
発
課

☎
２
２
‐
３
２
０
６

第７１回
熊本県民体育祭阿蘇大会

シンボルマーク・スローガン決定

　来年９月に開催される「第７１回熊本県
民体育祭阿蘇大会」のシンボルマークとス
ローガンが、９月 2 日に決定しました。
　最優秀賞に選ばれたのは、シンボルマー
クの部が南阿蘇村在住の会社員、櫔原暖
さん、スローガンの部が阿蘇市在住の会社
員、楢木野憲一さんです。

▲シンボルマークの部　櫔原暖さん

▲スローガンの部　楢木野憲一さん
（小地野）
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則
と
し
て
３
日
間
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。）

● 

申
込
　
11
月
11
日
水
ま
で
に
お

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
阿
蘇
市
商
工
会
本
所

☎
３
２
‐
０
２
０
０

第
11
回
阿
蘇
市
民

地
域
対
抗
駅
伝
大
会

　

阿
蘇
市
役
所
を
ス
タ
ー
ト・

ゴ
ー
ル
に
、こ
と
し
も
開
催
し
ま

す
。古
城・
手
野・
小
嵐
山・
原
の

口・
小
野
田・
道
尻・
役
犬
原・
竹

原・
宮
地
と
ラ
ン
ナ
ー
が
通
過
し

ま
す
。沿
道
の
皆
さ
ま
の
ご
声
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き　
12
月
６
日
日

　
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト（
開
会
式：９
時
）

問
阿
蘇
市
教
育
委
員
会

☎
２
２
‐
３
２
２
９

創
業
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー

　
創
業
者
や
創
業
後
5
年
以
下
の

事
業
所
ま
た
は
経
営
計
画
の
見
直

し
を
検
討
し
て
い
る
方
を
対
象

に
、創
業
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

　
ま
た
、地
元
商
工
業
者
の
事
例

発
表
や
異
業
種
に
よ
る
意
見
交
換

会
も
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

● 

と
き  

11
月
12
日
木・16
日
月・

20
日
金

　

 

午
後
６
時
30
分
～
（
16
日
は
午

後
５
時
～
）　　
　

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
市
商
工
会
本
所（
内
牧
）

● 
内
容　
労
務
関
係
に
よ
る
助
成

金・
販
路
開
拓・
事
例
発
表・
異

業
種
交
流
会・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
作
成
ま
で
。

● 

受
講
料　
１
０
０
０
円（
３
日

間
）資
料
代

● 

対
象
者　
▽
創
業
者
▽
創
業
後

５
年
以
下
▽
経
営
計
画
の
見
直

し
を
検
討
し
て
い
る
方
▽
後
継

者
の
方
な
ど

● 

定
員　
20
名 

程
度
を
予
定（
原

自
然
と
ふ
れ
あ
う
体
験
会

～
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
＆

木
の
葉
栞
づ
く
り
～

　
カ
ズ
ラ
や
松
ぼ
っ
く
り
を
使
っ

て
、ク
リ
ス
マ
ス
に
は
欠
か
せ
な

い
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
と
、い
ろ

ん
な
木
の
葉
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
栞
を
作
り
ま
す
。

●
と
き　
11
月
29
日
日

　
午
前
10
時
50
分

● 

と
こ
ろ　
阿
蘇
み
ん
な
の
森

　

 

森
林
学
習
展
示
館（
阿
蘇
い
こ

い
の
村
内
）

　児童虐待は、子どもの人権を侵害し、時として
その命を奪うなど、子どもの心身の発達や人格の
形成に重大な影響を与えます。虐待から子どもを
守るためには、早期発見・早期対応が重要になりま
す。

児童虐待とは・・・

身体的虐待

殴る、蹴る、投げとばす、首を絞める、溺れさせる、
逆さ吊りにする、タバコの火を押しつけるなど、子
どもに対する身体的な暴力を振るうことです。

ネグレクト

家に監禁する、登校させない、重大な病気になって
も医者に連れて行かない、充分な食事を与えない、
ひどく不潔なままにする、車の中に放置するなど、
健康状態を損なう程の不適切な養育、あるいは危
険についての重大な不注意を犯すことです。

性的虐待

子どもに性的行為を強要したり、性的行為を見せ
ることです。

心理的虐待

言葉による脅し、無視、きょうだい間の差別的扱い
及び目の前で家族への暴力を振るうなど子どもに
も心理的な傷を負わせることです。

虐待かなと思ったら

　虐待を受けている子どもは、自ら「助けて」と言
えません。「虐待かな？」と思ったら、市役所又は児
童相談所へ連絡してください。その際、できるだけ
詳しい情報をご提供ください。

【連絡先・相談先】
　熊本県中央児童相談所　☎ 189（全国統一ダイヤル）
　阿蘇市役所福祉課　　　☎ 22-3167（福祉課直通）

11 月は
児童虐待
防止月間です
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広
告

火 災
件数 累計 前年同期比

建 物 0 件 3 件 6 件  減
林 野 0 件 3 件 1 件  増
車 両 0 件 2 件 1 件  減
その他 0 件 6 件 4 件  増

事 故

数字 で阿 蘇 市 を
見てみよう

人の動き

件数 累計 前年同期比
発生事故 9 件 75 件 1 件  減
死 者 1 人 3 人  2 人  増
負傷者 11 人 107 人 3 人  増

人数・世帯数 前月比
人 口 27,668 人 57 人 減
男 性 13,084 人 27 人 減
女 性 14,584 人 30 人 減
世 帯 11,354 世

帯 29 世
帯 減

ご み
排出量 前年同月比

可燃ごみ 700.5㌧ 39.1㌧  減
資源ごみ 77.0㌧ 19.1㌧  減
不燃ごみ 24.5㌧ 3.8㌧  増
1 人当たりの量 958.0㌘ 54㌘  減

（大阿蘇環境センター未来館搬入実績より）
※ ごみ処理量が減るよう減量化に取り

組みましょう。

（9 月 30 日時点）

（9 月期）

（9 月期）

（9 月期）

●
参
加
料　
１
０
０
円

● 
定
員　
20
名（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

● 

申
込　
住
所・
氏
名・
年
齢・
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、左
記
ま

で
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く

だ
さ
い
。

●
申
込・問
い
合
わ
せ

　

 

〒
８
６
９
‐
２
３
０
１　

　
阿
蘇
市
内
牧
２
６
７
番
地
７　

　
㈱
Ａ
Ｓ
Ｏ
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト

☎
３
２
‐
５
４
４
５

Ⓕ
３
２
‐
５
１
１
６

税
を
考
え
る
週
間

記
念
講
演
会

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
の

「
税
を
考
え
る
週
間
」に
合
わ
せ
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　
11
月
12
日
木

　
午
後
２
時
～

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
（
内
牧
）

●
入
場
料　
無
料

●
講
演

▽ 

第
１
部　

演
題：
お
酒
の
は
な

し（
阿
蘇
税
務
署
長
松
永
成
資

氏
）

▽ 
第
２
部　

演
題：
子
ど
も
が
笑

え
ば
大
人
も
笑
い
、そ
し
て
地

域
が
元
気
に
な
る（
タ
レ
ン
ト

山
内
要
氏
）

問
公
益
社
団
法
人
阿
蘇
法
人
会

☎
２
２
‐
４
５
８
６

平成 27 年度
阿蘇市社会福祉協議会職員採用試験

●試 験 日　12 月 12 日土
●試 験 地　 阿蘇市農村環境改善センター（内牧）
●受付期間　11 月 2 日月～ 13 日金
　　　　　　  午前 8 時 30 分～午後 5 時
　　　　　　  （ただし、土・日曜日、祝日は除く）
●試験区分等

職種 採用予定数 受験資格
一般事務

( 高卒程度 ) 2 人程度 平成 2 年 4 月 2 日～平成 10 年
4 月 1 日までに生まれた人。

上記試験の合格者は、12 月下旬頃に第 2 次試験を実施します。

《試験に関する問い合わせ》
阿蘇市社会福祉協議会　総務班

☎３２－１１２７
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阿蘇市内の小・中学校を紹介するコーナー

自慢の学校
School introduction ●●●●

第 24回 尾ヶ石東部小学校
所在地／阿蘇市狩尾 675 番地
児童数／ 45 人　　創立／明治７年　
学校長／上田 晃生　　教頭／諏訪孝英

● School Profile

Part2

学
校
地
域
づ
く
り
協
議
会
発
足
！

　
地
域
と
と
も
に
協
働
し
て
教
育
に
あ
た
る
学
校

と
し
て
、平
成
27
年
６
月
、尾
ヶ
石
東
部
小
学
校
学

校
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。総
会

で
は
発
足
を
記
念
し
て
、「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
会
」

代
表
理
事
の
髙
濵
伸
一
先
生
か
ら『
子
ど
も
た
ち

の
い
の
ち
に
あ
り
が
と
う
』と
題
し
た
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。先
生
は
ご
自
分
の
息
子
さ

ん
の
こ
と
を
交
え
な
が
ら
命
の
大
切
さ
を
語
ら

れ
、心
に
残
る
お
話
で
し
た
。（
写
真
左
上
）

地
域
の
伝
統
、狩
尾
の
虎
舞
！

　
狩
尾
の
虎
舞
は
、狩
尾
三
区
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
伝
承
し
て
い
る
芸
能
で
す
。ま
た
、運
動
会
や

阿
蘇
市
こ
ど
も
芸
術
祭
で
は
、45
名
の
全
校
児
童

が
出
演
し
勇
壮
な
舞
い
を
披
露
し
ま
し
た
。地
域

の
方
々
の
笛
や
太
鼓
、三
味
線
に
合
わ
せ
、心
を
一

つ
に
し
て
舞
う
虎
舞
を
今
後
も
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。（
写
真
左
下
）

尾
ヶ
石
東
部
小
学
校
、最
後
の
大

運
動
会
！

　
尾
ヶ
石
東
部
小
は
、来
年
３
月
末
に
閉
校

し
、阿
蘇
西
小
学
校
と
先
行
統
合
を
し
ま
す
。

最
後
と
な
っ
た
運
動
会
に
は
、地
域
の
方
々

や
旧
職
員
の
方
々
に
も
た
く
さ
ん
来
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。盛
り
上
が
っ
た
地
区
対
抗
の

綱
引
き
大
会
や
尾
ヶ
石
東
部
小
の
卒
業
生
な

ら
参
加
で
き
る
競
技
な
ど
を
通
し
て
終
日
な

ご
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お 願 い

昭和 30年以前の卒業写真を探しています！
　閉校を迎える本校の歴史を記録として後世に残
すため、記念誌の製作を進めています。皆さまがお
持ちの昭和 30 年以前の写真をお貸しください。
●募集期限　11 月 27 日（金）
　※尾ヶ石東部小学校にご持参ください。
[ 留意事項 ]
お貸しいただいた写真は、年代や構成の関係上、掲
載できない場合もございますので、あらかじめご了
承ください。 
●問い合わせ　尾ヶ石東部小学校　☎ 32-2442

児
童
や
保
護
者
、地
域
の
方
々
と
記
念
撮
影
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bookmobile 移 動 図 書 館

ASO LIBRARY NEWS図書館へ行こう！ 問阿蘇図書館　 ☎ 32-0067 ／一の宮図書館 ☎ 22-2916
【ホームページ】http://www.aso-lib.jp/

阿蘇地区コース／
11 月 6 日金・12 月 4 日金

西役犬原公民館　　  9:50 ～ 10:10
　　▼
竹原公民館　　　　10:15 ～ 10:35
　　▼
猿渡製材所前　　　10:40 ～ 11:00
　　▼
坊中公民館　　　　11:05 ～ 11:25
　　▼
佐伯商会前　　　　11:30 ～ 11:50
　　▼
赤水駅前　　　　　13:40 ～ 14:00
　　▼
宮本酒店前（内牧）  14:10 ～ 14:30

波野保健福祉センター　　11:30 ～ 11:50
　　▼
坂梨公民館　　　　13:30 ～ 13:50
　　▼
古城公民館　　　　14:40 ～ 15:00

一の宮・波野地区／
11 月 17 日火・12 月 15 日火・

※ 天候や道路状況により巡回を中止
することもありますのでご了承く
ださい。

※ 移動図書館に関するお問い合わせ
は、阿蘇図書館☎３２ ‐ ００６７
にお願いします。

　アニメ「ちびまる
子ちゃん」のシナリ
オをもとに再構成し
た、オールカラー挿
し絵つきの読み物。
「おばあちゃんの誕生
日」など、まる子の
家族、さくら家にま
つわる話を３話収録。

あなたの知的好奇心『見たい！知りたい！』を満足させ
るおすすめ本や話題の本などさまざまなジャンルの本を
ご案内します。

オ

スス
メ図書 新 刊 案 内

　過激な暴力と破壊的
な権力で裏の世界を牛
耳る半グレ集団、武蔵
野連合。その頂点に実
質君臨する真嶋の成功
を、元同級生の岸川は
信じられずにいた。嫉
妬と羨望を呑み込み、王国は巨大化
する…。

キングダム
▷新野　剛志　／著　幻冬舎

　師匠の小龍は、南蛮
渡来の地図を龍馬に見
せ、アメリカから戻っ
てきた万次郎らのこと
を熱く語るのだった
…。土佐出身の著者が
満を持して描く「山本
版龍馬伝」第２弾。

▷山本　一力／著　角川春樹事務所
龍馬奔る❷　土佐の勇

▷さくら　ももこ／原作　学研教育出版
ちびまる子ちゃん劇場❻　さくら家のおはなし

第 69 回 読 書 週 間

　「読書の秋」と言われますが、秋は気温が涼しく脳の活動に最適な
温度になるため、読書や勉強に集中しやすいそうです。
また、中国・唐代の文人である韓
愈（かんゆ）の詩の中に、「燈火（と
うか）親しむべし」という一節が
あります。「秋の夜長は明かりを
灯して読書をするのに適してい
る」という意味です。この言葉は
夏目漱石の小説『三四郎』の中で
も触れられており、昔から「読書
の秋」は私たちの生活に馴染んだ
習慣だったことがわかります。
文学、歴史、芸術、スポーツ、料理、
漫画…、さまざまなジャンルの本
が皆さんをお待ちしております。
どうぞこの機会に図書館へ足を
お運びください。

　掃除、洗濯、美容、
料理に使える！「調理
道具の汚れを落とす」
「衣類のしみをきれいに
とる」「マイルドな化粧
水を作る」「肉をやわら
かくする」など、重曹
と酢の効果的な使い方を、シーン別
に紹介する。

重曹とお酢ですっきり暮らす
▷岩尾　明子／監修　主婦の友社

Library Information 情 報

おはなし会
おはなしボランティアアッ
プルのおはなし会を下記の
日程で行います。みなさん、
ぜひご参加ください。
●と　き　11 月 28 日土�午後２時から
●ところ　阿蘇図書館おはなしコーナー

10 月 27日　から　１１月９日

※ 赤水駅前、宮本酒店前（内牧）は、
11 月 13 日（金）に変更します。



相　談

●１１月１０日㊋　７～８カ月児健診
●１１月１０日㊋　４カ月児健診
●１１月１１日㊌　もうすぐ 1 歳健診
●１１月１７日㊋　３歳児健診
●１１月２４日㊋　１歳６カ月児健診

●１１月　３日㊋　阿蘇温泉病院　　　☎ 32-0881
●１１月　８日㊐　市原胃腸科外科　　☎ 34-1211
●１１月１５日㊐　一の宮整形外科　　☎ 22-3911
●１１月２２日㊐　松見内科クリニック　☎ 22-0260
●１１月２３日㊊　脇胃腸科　　　　　☎ 32-2500
●１１月２９日㊐　さかなしハートクリニック　☎24-6262
●１２月　６日㊐　たくもと小児科クリニック　☎ 34-2202

在宅医

健　診

心配ごと相談
●11月19日㊍・12月3日㊍　9:30～12:00　阿蘇保健福祉センター
　問阿蘇市地域包括支援センター　☎ 32-5122

法律相談（消費問題・不動産・土地・建物等に関すること）
● 12 月 3 日㊍　9:30 ～ 12:00　阿蘇保健福祉センター
　問阿蘇市地域包括支援センター　☎ 32-5122

年金出張相談 ( 国民年金・厚生年金）
● 11 月 9 日㊊・30 日㊊　農村環境改善センター
● 11 月 2 日㊊・16 日㊊　一の宮保健センター
※時間はいずれも 10:00 ～ 15:00　
　問熊本東年金事務所　☎ 096-367-2503

消費生活相談
● 11 月 18 日㊌・12 月 2 日㊌　10:00 ～ 15:00　内牧支所
　問阿蘇市生活相談センター　☎ 22-3364

認知症カフェ（相談や悩みを情報交換できる憩いの場）
●11月11日㊌ 10:00～16:00　一の宮高齢者センター
●11月12日㊍ 10:00～16:00　阿蘇保健福祉センター
　問阿蘇市地域包括支援センター　☎ 32-5122

障がい者相談（就業・生活）
● 11 月 17 日㊋　10:00 ～ 12:00　阿蘇市役所
　問市役所福祉課　☎ 22-3167

あそ若者就労相談（毎週月曜）
● 11 月 2 日・9 日・16 日・30 日　10:00 ～ 16:00　ハローワーク阿蘇
　問たまな若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ ☎ 0968-74-0007

子育て

のんびり広場 ( 波野保育園内☎ 24-2800）
●１１月　４日㊌　人形劇観覧
●１１月１１日㊌　郷土料理（地産地消）を作ろう
●１１月１８日㊌　計測日・発表会準備
●１１月２５日㊌　親子ビクス
●１１月２７日㊎　保育園の発表会に参加しよう

すくすく広場 ( 一の宮子育て支援センター☎ 22-4539）
●１１月　５日㊍　離乳食作り
●１１月１０日㊋　親子ふれあい遊び
●１１月１３日㊎　わいわい子育て相談会
●１１月１７日㊋　りんどう保育園体験保育
●１１月１９日㊍　消防士さんに聞こう
●１１月２４日㊋　誕生会・計測日
●１１月２６日㊍　手作りおもちゃ
●１２月　１日㊋　編み物をしよう
●１２月　３日㊍　編み物をしよう

ぴよぴよ広場 ( 阿蘇市子育て支援センター☎ 32-3843）
●１１月　４日㊌　計測日・作って遊ぼう
●１１月１１日㊌　不用品交換会・お店屋さんごっこ
●１１月１２日㊍　食改さんの料理教室
●１１月１８日㊌　誕生会・体験試食会
●１１月１９日㊍　紅葉狩り交流・乙姫の家に行こう
●１１月２５日㊌　親子ビクス
●１２月　２日㊌　計測日・親子ふれあい体操おやつ試食会

※場所 : 一の宮保健センター（☎ 22-5088）
※対象者には個別に通知しています。

催 し

●１１月６日㊎　東京応化工業㈱（10:00 ～ 15:30）
●１１月１１日㊌　JA 阿蘇本所（9:30 ～ 11:15）
　　　　　　　    　熊本シール工業㈱第一工場（13:00 ～ 16:00）
●１１月１９日㊍　大阿蘇環境センター未来館（9:30 ～ 11:00）
●１２月 3 日㊍　大阿蘇病院（9:30 ～ 12:00）
　　　　　　　    　阿蘇温泉病院（13:45 ～ 16:00）

献　血
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要予約

要予約

要予約

※診療時間：午前 9 時～午後 5 時
※受診の際は必ず保険証をご持参ください。

要予約

要予約

くらし
カレンダー

要予約

要予約
要予約

● 11 月 8 日㊐　非常呼集訓練（波野地区）
● 11 月 9 日㊊　非常呼集訓練（一の宮、阿蘇地区）
● 11 月 14 日㊏　こども芸術祭（阿蘇体育館）
● 12 月 1 日㊋　人権フェスティバル（阿蘇体育館）
● 12 月 6 日㊐　阿蘇市民地域対抗駅伝大会（阿蘇市役所）



お慶び
ご寄付
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佐藤　剛史　・　山元　麻里　　　　(下西河原)
相浦　泰志　・　西田　有希　　　　(小野田町)

赤ちゃん 誕生日 パパ・ママ　 (行政区)
岩下　右

う り ゅ う

龍くん

佐渡　美
み つ き

月ちゃん

友尻　愛
あ い の

乃ちゃん

小鷹 いおりちゃん

髙橋　葵
あおい

ちゃん

竹下　颯
はやて

くん

岩下　環
か ん な

奈ちゃん

岩永　倖
ゆ き や

弥くん

宮川　紗
さ え

英ちゃん

鞭馬　稜
りょう

くん

松田　真
ま さ と

聖くん

永富　雄
ゆ う し

士くん

8月20日

8月28日

9月2日

9月7日

9月8日

9月10日

9月10日

9月10日

9月14日

9月20日

9月20日

9月21日

(北2区)

( 小 里 )

(内牧1区)

( 塩 塚 )

( 大 道 )

(内牧5区)

(小地野)

(黒流町)

( 乙 姫 )

( 小 倉 )

(古神2区)

(内牧2区)

剛

由 起

陽 也

康 成

勇

勇

修 治

雄 汰

豪

稔

真 和

竜 太

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

美寿々

あゆみ

愛 実

扶 美

慶 子

美 希

沙 希

美 緒

直 美

亜由美

美沙都

涼

　　氏名　　　　　　　　　  行政区

結　婚

米　寿

今村　光雄
山部　モリ子
猪山　寶卯
渡邊　アキヨ
井手　イキエ
瀬戸口キヌ子
池田　ヤス子
坂梨　ミヤ子

(西3区)
(古神1区)
(古神2区)
(古城4区)
(上井手)
(内牧5区)
( 小 池 )
( 今 町 )

山本　弘喜
岩本　キミヱ
高島　敏子
吉良　文子
宇都宮美智子
栁川　義夫
岩下　千寶

( 西 町 )
(北黒川)
( 枳 )
(狩尾2区)
(狩尾3区)
(跡ヶ瀬)
(坂の上)

氏名（行政区） 氏名（行政区）

寄　付

【阿蘇市社会福祉協議会（香典返し）】
寄付者

今村　語
上村　幸雄
小代　義親
倉岡　繁
山部　文人
菅　保文
田島　壽美子
永田　俊一
溪﨑　孝
岩下　龍太郎
木村　洋一郎
福田　了子
村上　博一

（行政区）
(西2区)
(東仲町)
(古城1区)
(古城5の1区)
(古城6区)
(古城7区)
(内牧4区)
(小野田町)
( 永 草 )
( 笹 倉 )
( 笹 倉 )
(熊本市)
(熊本市)

物故者
スミエ
シズ子
桂
年喜
香代
トシ
稔生
キヨ子
孝之
都己雄
カメ子
山本壹紀
怜子

続柄
亡妻
亡妻
亡子
亡父
亡子
亡母
亡夫
亡母
亡父
亡父
亡母
亡父
亡母

赤ちゃん
（昭和２年 10 月生まれ） （9 月 30 日受付分まで）

（9 月 30 日受付分まで）

（9 月 30 日受付分まで）

全国大会出場おめでとう！

○�第 46回ジュニアオリンピック陸上競技大会
（男子円盤投）

（神奈川県／ 10.23 ～ 25）
　丸山智也（波野中学校 3 年）
○第 20回全日本女子相撲選手権大会（超軽量級）

 （愛媛県／ 10.18）
　今村彩華（蔵原）　⇒第 3 位
○第18回全日本小学生女子相撲大会（50kg未満）

 （愛媛県／ 10.18）
　髙宮千聖（内牧小 6 年）
○�わかやま国体（陸上男子400ｍ・4×100ｍＲ）

（和歌山県／ 9.26 ～ 10.6）
　江藤拓都（九州学院高校 3 年／阿蘇中出身）
　⇒ 400 ｍ競技で５位入賞

みんなの広場（市民掲示板）

○�第 17回大阿蘇旗一の宮マリンズ創部 20周年
記念大会（8月 22日～ 24日）

　⇒ 九州各県（沖縄を含む）、山口県から 75 チー
ムが参加し、3 年ぶり４度目の優勝

○�第 15回読売新聞社旗争奪少年野球大会
　（9月 22日、23日、26日）
　⇒ 熊本、福岡、佐賀などから 64 チームが参加

し、優勝

○�第 17回川上哲治旗小学生軟式野球大会
　（10月 10日、11日）
　⇒ 熊本、宮崎から 16 チームが参加し、2 年ぶ

り４度目の優勝

一の宮マリンズ活躍！
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阿 蘇 市 公 民 館 の 分 館 活 動 紹 介

阿 蘇 西 分 館 中尾 奎男 分館長

　
蘇
西
分
館
は
７
つ
の
地
区
か

ら
構
成
さ
れ
、各
地
区
の
区

長
、民
生
委
員
、老
人
会
な
ど
諸
団
体

の
役
員
で
運
営
し
て
い
ま
す
。高
齢

者
部
会
、一
般
部
会
、文
化
女
性
部

会
、体
育
部
会
、学
童
部
会
な
ど
５
つ

の
部
会
で
、教
養
の
向
上
、健
康
の
増

進
、社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、各
部
会
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
体
育
部
会
の
高
原
杯
学
童
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
こ
と
し
で
40
回

阿蘇市教育委員会 社会教育係　☎ 22-3229

阿

8

地域特性を活かした市内 12 の分館活動をご紹介します。地域の活動に積極的に参加しましょう！

大
会
の
節
目
を
迎
え
、多
く
の
チ
ー

ム
が
参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。ま
た
、地
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
や
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、

市
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。高
齢
者
部
会
は
年
３
回
の

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、一
般
部
会

は
ゴ
ル
フ
大
会
を
始
め
て
こ
と
し
で

５
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
文
化
女
性
部
会
は
昨
年
か
ら
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
始
め
若
い

方
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
代

1

2

3

1
こ
と
し
も
盛
況
だ
っ
た
高
原
杯
学
童
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

2
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
よ
う
す　

3
ア
イ
ガ
モ
農
法
に
よ
る
米
づ
く
り
（
田
植
え
の
よ
う
す
）

4
小
学
生
と
の
梅
ち
ぎ
り

の
方
々
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

近
年
、子
ど
も
た
ち
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
難

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、こ
と
し

か
ら
阿
蘇
西
小
学
校
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会
が
発

足
し
た
こ
と
も
あ
り
、今
後
も
学
校

と
地
域
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

4



材　料（４人分）　
●サトイモ 200㌘　●鶏ひき肉 150㌘
●味噌（米みそ） 大さじ 1　●酒 大さじ１
●砂糖 大さじ２
　イニンニク 適量　ロ柚子（皮の部分） 適量　
　ハショウガ 適量
～柿の寒天～
●柿（甘く熟したもの） 大さじ４　●寒天（粉） ３㌘
●砂糖 ２０㌘（柿の甘さで加減する）●水 285cc
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阿蘇郵便局 勤務

食生活改善推進員協議会
地

産地消

C ooking!

趣味　ショッピング　　特技　機械いじり

好きな言葉　日進月歩　

好きな女性のタイプ　明るく気が合う人

阿蘇の好きなところ　�自然が豊かで静かなところ

仕事の内容　�窓口応対

�仕事で日頃から心がけていること　�笑顔での応対と、
　　　　　　　　　　　�より丁寧な作業

問一の宮保健センター　☎ 22-5088

阿蘇市で働く元気な若者を紹介！

フレッシュマン
さわやか

フレッシュマン

川添 瑞
み ず き

貴さん（19 歳）　住所：宮地

職場のPR　�郵便局は多くの個人情報を取り扱い、また、お客様の大事な財産を守る仕事です。まだ
まだ勉強中ですが、やりがいのある仕事です。10月から年賀はがきの予約が始まっ
ています。日本の文化ともいえる年賀状を、お世話になった人に送りましょう。

作 り 方　
❶鶏ひき肉をそぼろ状に炒める。
❷���サトイモをやわらかくゆでたものをなめらかになるまでつぶす。
❸ひき肉をサトイモで包み丸めたら 1.5㌢ほどの厚さにする。
❹�フライパンに多めの油を熱しておき、②に小麦粉をまんべんなく
つけ、余分な粉を落としたら、フライパンで焼く。少し焦げ目がつ
いたら裏返す。
❺�イロハよりお好みを選んでAの材料を混ぜ合わせ、味噌だれをつくる。
～柿の寒天～
❶�寒天を水で溶かし、残りの材料を加え煮る。しゃもじで混ぜなが
らポトンと落ちるくらいの固さにする。
❷�粗熱をとって、小鉢に８分目ほど入れる。器をぐい飲みなどにす
るのもお洒落。

いろいろな味の味噌かけたれを味わえます。
お好きな味でお召し上がりください。
柿の寒天は熟した柿を使うことでとてもきれ
いな色になり、秋らしさを感じられます。

焼きサトイモの味噌かけと柿の寒天
WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画

A



11　阿蘇谷湧水群ジオサイト _ 宮地湧水群　　Cluster of  Springs in Aso Geosite

282015.11 広報あそ 

広報あそ 2015 年 11 月号　No.130

発行／阿蘇市役所　熊本県阿蘇市一の宮町宮地504番地1
　　　TEL0967-22-3111㈹　FAX0967-22-4577
編集／総務課秘書広報係
印刷／有限会社イケダ印刷　熊本県阿蘇市内牧531番地6

阿蘇市ホームページ 
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阿蘇市Facebookページ
　http://facebook.com/asocity

火山の恵みが沸き上がる商店街の水基

阿蘇ジオパークは平成 26 年９月２３日（日本時間）、世界ジオパークネットワークに加盟認定されました。
本ページでは、阿蘇ジオパークの見どころ「ジオサイト」を毎月紹介していきます。

探 訪

○阿蘇谷東部の推定地質断面図

　カルデラ内の火山群（中央火口丘群）の
北東の裾野にあたる宮地地区と役犬原地
区にかけての一帯には、いたるところに地
下水が地表より高くまで湧き上がる湧水
（自噴水）がある。
　これはカルデラ内の火山群（中央火口丘
群）に降った雨水が地下深く浸透し、圧力
の高い地下水となるためである。自噴水の
高さは最大２ｍほどにもおよび、地元では
古くから生活用水や農業用水として利用
されている。
　門前町商店街では湧水を“水基”と呼ん
で、まちづくりに活かされています。

▲�多くの観光客で賑わい
を見せる商店街
▶各所に設置される水基


